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このままでは仕事の質も健康も維持できない！

「納得のいく仕事」をしても長時間労働とならない大幅な人員増を！
人口10万人あたりの職員数、神奈川は79.8人。全国平均は181.7人。鳥取県は582.8人！
　先頃、「働き方改革ポータル」に令和元年度第1回働き方改革推進本部及び調整部会の開催結果が掲載されていました。
　あらためて今年度の当局の取組方針を掲載すると
	〇月80時間超の職員ゼロ
〇年720時間超の職員ゼロ
〇月45時間超が年7回以上の職員ゼロ


　4月の実績は、「80時間超の職員10人」「45時間超の職員153人」となっており、年度当初から「80時間超ゼロ」の方針は破綻し、「限度時間」である45時間を超えた職員が３ケタに達する状況です。しかも、「正当な理由」で45時間を超えた職員は153人中4人でした。
変えるべきは職員の姿勢か！？
　推進本部の議事要旨では、「（昨年度）月 45 時間超が年７回以上となった職員について、各局で原因を把握しているか。」との問いに対して、「兼務等の対応も行ったが、本人の「帰るより徹底的に仕事したい」との希望も尊重した結果、抜本的な改善ができなかった。健康面は重要であり、本人の姿勢も変えてもらう必要があるが、接し方が悩ましい。」とのやりとりが掲載されていました。
　「徹底的」という言葉は、「納得のいく」という言葉に置き換えられると思います。そして多くの職員は「納得のいくように仕事をしたい」と思っています。問題は、納得のいくように仕事をすると長時間労働になるという実態です。
　幹部が考えるべきは、「本人の姿勢を変えてもらう」ではなく、「納得のいく仕事をしても長時間労働にならない」体制をどう作るかです。
仕事の見直しや意識改革はもう限界！

　これまで当局は「働き方改革」として様々な仕事のやり方の見直しや意識改革を進めてきました。

　それ自体、全く否定するものではありません。確かに仕事の見直し等で残業が削減されてきました。しかし、長時間労働の主な原因は別にあります。

原因は異常な人員削減をしたツケ
　表１は、総務省の資料を基に作成しました。人口10万人当たりの神奈川県の職員数は79.8人で、その少なさはダントツです。全国平均では181.7人。一番多い鳥取県は実に582.8人です。
　類似県といわれる大阪府では84.7人。愛知県は112.1人です。
　表２は、2005年と2015年の知事部局の職員数の比較です。この10年間で実に1,179人、14.2％が削減されています。
神奈川県の人員削減の異常さは一目瞭然です。
　これだけ人員が削減され、一方行政需要が増加する中で、職員一人一人の業務量が大幅に増加されたことが長時間労働の主な原因です。
○表１：人口10万人あたり職員数（総務省資料）
	府県名
	人　口
（2018.1.1）
	職員数
（2018.4.1）
	職員数10万人

	神奈川県
	9,171,274
	7,269
	79.8

	(2011)
	8,906,590
	7,374
	82.8

	大阪府
	8,856,444
	7,456
	84.7

	愛知県
	7,551,840
	8,411
	112.1

	埼玉県
	7,363,011
	6,822
	93.4

	千葉県
	6,298,992
	7,059
	113.8

	鳥取県
	570,824
	2,914
	582.8

	全国統計
	127,707,259
	232,134
	181.7


○表２：神奈川県における人員削減（県資料）
	年　度
	知事部局定数
	削減数・率

	2005年度
	８，３１１人
	▲１，１７９人
（▲１４．２％）

	2015年度
	７，１３２人
	







































基地分科会　


フィールドワーク＆スライド上映


「相模原補給廠」って、


どんな基地？


日時：７月１５日（月／祝）


①フィールドワーク　１３時～


②スライド上映　　　１４時３０分～


　相模原補給廠監視団


会場：①JR相模原駅改札口集合


　　　②ソレイユさがみセミナールーム２











どの分科会も


入場無料♪





教育分科会


外国につながる子どもたちの課題に向き合っていますか？


～入管法改定も行われる中で～


日時：８月２１日（水）　１４時～


会場：横浜市西公会堂２階　１号会議室


講師：安藤真起子さん（移住連）


　　　阪本宏児さん（鶴見総合高校）


　　　竹川真理子さん（信愛塾）





保健医療分科会


新たに受け入れる外国人が抱える問題は何か


日時：８月２７日（火）１８時３０分～


会場：神奈川公会堂　１号会議室


講師：鳥井一平さん（移住連）





社会福祉分科会


神奈川県は本当に共生社会をめざしているのか


～今こそ当事者団体の力がためされる～


日時：８月２３日（金）１３時３０分～


会場：神奈川公会堂　１号会議室


講師：小川喜道さん（神奈川工科大学名誉教授）





✾いのくら総合分科会✾





水・環境分科会


市民が作った放射能汚染マップを読み解く


日時：９月１０日（火）１８時３０分～


会場：神奈川公会堂　１号会議室


講師：小山貴弓さん（みんなのデータサイト）











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































